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〈目的〉

我 が国周辺水域において緊急に資源の回復が必要な魚種について、全固または地域レベルで資源

回復のための計画を策定することとし、そのための取組みについて総合的に支援する。

〈 試験研究方法〉

資源 回復 計画 の作成に必要な資料を作成 す る と と も に 会 議 に 出 席 し た 。

〈結果の概要・要約〉

会議等の概要は下表のとおりで、あった。

(主要成果の具体的なデータ)

年月日 場所 会議名 出席者 概要

(主催県漁連) 定置網で再放流を確刺認網。も大対象きさは後き日協と議のする。
平成15年3月11日 鯵ヶ沢町 日本海地区漁業者協議会 期l績で許可以外の とすべ 意見が

(参集組合長) あり、再度検討する事とした。

(主催:県漁連)
資源回復計画進捗状況及び地区のt魚業者協議会の

平成15年3月25日 青森市 青森県漁業者協議会
(参集組合長)

概要について報告した。

(主催'水産庁)
削減措置の検討状況、資源回復計画案について協議

平成15年4月25日 東京都 日本海北部資源回復計画担当者会議
(参集.県)

した。

(主催:県漁連) |施広域計漁画業に調つ整い委て協員議会のし報告及び資源回復計画の実
平成15年8月4日 鯵ヶ沢町 日本海地区漁業者協議会

(参集・組合長)
た。

(主催ー日本海機船底 具体的努力量削減措置等を協議した。

平成15年9月2日 鯵ヶ沢町 日本海地区沖底漁業者協議会 びき網漁業者会)
(参集沖底漁業者)

(主催 日本海機船底 具体的努力畳削減措置等を協議した。

平成15年9月20日 鯵ヶ沢町 日本海地区神底漁業者協議会 ぴき網漁業者会)
(参集:沖底漁業者)

(主催:県漁連) 広滋種漁に業つ調い整て委協議員会しのた報告及び資源回復計画対象
平成15年12月16日 青森市 陵奥湾地区漁業者協議会

(参集:組合長)
魚

(主催県漁連)
資源回復計画対象魚種としてマダラの対応を協議

平成16年1月28日 青森市 佐井・脇野沢・蟹田・平館4単協協議会
(参集.組合長)

した。

(主催 e 水産庁)
平成16年度7 ガレイ資源調査の検討、資源回復計画

平成16年2月25日 東京都 日本海北部資源回復計画担当者会議 に係る進捗状況、追加候補魚種の検討、広域漁業調
(参集県) 整委員会に向けた検討を行った。

(主催:J呆漁連)
資源回復計画対象魚種としてマダラを承認した。

平成16年3月8臼 青森市 陸奥湾地区漁業者協議会
(参集・組合長)

(主催:県漁連)
|認資源し回復計画対象魚種として陵奥湾産マダフを承

平成16年3月11日 鯵ヶ沢町 日本海地区漁業者協議会
(参集:組合長)

た。

(今後の問題点〉なし

(次年度の具 体的計画〉今年度同様

(結果の発表・ 活 用 状 況 等 ) な し
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